


























要約:わが国における小児の事故の地域性を検討するために都道府県別の事故マップを作

成して検討を行った。その結果、子どもの事故について、死亡率の高い県と低い県の差は

年齢階級により多少異なるものの 2.6～3.9 倍の差がみられた。また、大都市圏のみられ

る都府県では死亡率が低い傾向にあった。その理由は救急医療体制と保護者の事故に対す

る認識の高いことなどか考えられたが結論は出せなかった。目標設定に際しては、子ども

の事故による死亡率が高い県は少なくとも全国平均にまで下げることが大切と考えられた。

これにより 10 年間で 0～14 歳で 2,134 人が救命可能であると試算された。今後は 5 年毎

に目標を設定し、事故防止効果があったかをチェックするのが望ましいと考えられる。


